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以上の結果,播種量は a当 たり 150夕 ,N施肥量 a
当た り18″ (12+Q6)が 最多収を示 したことか
ら,適正な播種量は第2報 で述べたようにa当 た り 150

,～ 200′ で,N量 は基肥で a当 たり成分量 10切～
12的,追肥量で a当た り成分量 03均～ Q`初 の範
囲が適当量 と思われる。また N tt a当 たり22"(16
+α 6)は 出芽障害,生育抑制の関係からa当たり 18

的以内にとどめる必要がある。

今後残された問題点として,多収化のために ①作
期別品種の選定 ②サイレージ調製法 ③粗耕栽培法
の確立 ④生育初期除草剤の検討等があげられる。

2∞

菫
教

1∞

91X

300

71n

m

120

110

N■ 111,1822     N■ 11151322

N量 と草文・茎数,生
草重,乾物重の関係

第 2図  出穂始刈 り(3月 25日 )

転換畑における地下水位の相違によるダイズの生育反応

柴 田 惇 次 。遠 藤 武 男

(東北農業試験場 )

1ま え が き

一般に,転換畑は′イズの生育にとって,土壌水分
が過多か,過多になりやすい欠陥をもつといわれてい

る。そこで,比較的高地下水位条件においてダイズの

生育,収量がどのように変動するかを明らかにして,
転換畑ダイズの栽培技術上の基礎的知見を得るために,

昭和 46～ 48年の 3カ 年間,試験を実施 した。

2 試  験  方  法

1 土壌条件 ;転換初年目～ 3年 目の胆江沖積土壌
(下層土は盛試下層土 )を充てんした深さQ6れ ,面
積 9プの有底枠圃場。

2 地下水位 :5, 21, 35, 500π の 4段階 (生

育全期間処理 )。

こ 供試品種 ;ラ イデン,奥羽 15号
4栽 培 法
は種期 :5月 2フ 日

施1巴量(たシ/a);N=Q06,P205=α 34,K20=
029,堆肥=200,石灰=10。  施肥法 ;全量基肥。
栽精密度 :`7株/ノ , 1本仕立。
5 1区面積 :9″
なお,生育途中の抜取 りによる調査,分析には別に
設けた同一地下水位処理 (盛試土猿)の材料を用いた。

3 試 験 結 果 お よ び 考 察

各地下水位区の子実収量は第 1表から明らかなよう

に, 5く 20<55■ 50のであった。これを地下水位

第 1表  地下水位の相違とダイズの子実収量との関係

馘
子 実 収 量 (協/a) 50"区対比 (“ )

5 20 35 5 35

フ

イ

ア

ン

46
4ア

48
平  均

277
254
188
253

361
36`
40,

3ア 9

40フ

44,
4フ フ

444

44'
411
46ア

442

62
57
40
55

80
8'
88
86

91
10,

402
100

100
100
100
100

奥

羽

“

号

46
47
48
平  均

281
251
261
258

311
416
448
591

556
434
4`1
417

588
434
451
424

72
53
58

61

80

'599
92

92
100
102
98

100
100
100
100



東 北 農 業 研 究  第 18号 (1976) -105-

位 50σ″区と対比すると, 35の 区では年次による降
水量の多少が影響 して,一定の傾向を示 さず,範囲は
,1～ 109で ,そ のそれは小きく 100を 中心に分布し

ている。 しかし,地下水位 20"区 では 80～ 9'の 範
囲であり,品種や年次にかかわらず減収 し,地下水位
5"区 では 40～ フ2の 範囲で著 しく減収 している。
そこで,減収の著 しい高地下水位の生育反応につい

て検討 した。 4形質について,各区を50"区対比指
数で示 した第 1図 から次のことがわかる。
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第 1図  諾形質の地下水位 50“ 区対比指致
(3カ 年平均 )

1 20"区 は栄養生長は順調に行われるが,子実

収量がそれに伴わない。このことは,ダイズの最大繁

茂期とみられる開花期後 2週間日の子実重/地上部乾

物重の値が顕著に低下することおょび成熟期における

粒茎比の低下することについて裏づけられる。これら

のことは,生育初・中期に生育が不振な地下水位 5“

区とは全 く対照的な関係を示 している。 20“ 区がこ

のように特徴的な生育型 を示す理由は ① 潤沢な土猿

水分による開花期前後の徒長駄弱,②分枝の折損,③
受光態勢の劣化,④後述するように高地下水位によっ
て根域が規制されるので,生育が進むにつれて土猿中

の養分の量が規制され,後期に凋落型 をた とることな

どが考 えられる。

2 50π区においては,生育の著 しい不振による作

物体の矮小化がその特徴である。このことについて,

次のような検討を行った。

グイズの生育量を最も端的に現すとみられる茎長の

時期別推移を第 2図に示す。この図によれば,は種後

40日 ころから生育差が現れ, 20磁 区ではその後終

始,他区にまきるが, 50Z区 ではこの時期 を中心に顕

著な葉の黄化を伴 うことが特徴的である。そして,は

播薇後日散

第 2図 地下水位の差員による茎長の伸長状況
(ラ イデン,4ア 年 )

種後 る0日 ころにはこの葉の責化現象はほとんど解消

されるが,生育差はより顕著 となる。

このような生育不振を18く 要因のうち,高地下水位

に起因するとみられる土壌環境の中で,地表下 10"

層の平均 pFは 35"区 では
'7, 50“

区では 18で

あり,そ の差は小さいが, 20"区 では降水量の少な
い場合でもそれほ ど上昇せず,平均105を中心に分布
し,そ のふれは小 さい。 5“区では,地下水面上の上

猿 pFは理論的には Qフ 以下と考えられるが, このよ

うな高地下水位においては,地下水面上の土壊水分よ

りも,む しろ地下水そのものの溶存酸素量が問題とな

る。

そこで,イ ンライン庄力補償貫流室を備 えたプロセ

ス用酸素分析計を用い,外気 との接触 を遮断 した状態
で 5"区 の地下水溶存酸素量を測定 した結果,夏期高

温に向うにつれてその濃度は低下し,盛夏の高温時に

は 20～ 50"層 が最も低下して
'pp m以

下となり,秋

期,再び上昇することが観測 された。この溶存酸素濃

度の低下が後述の根の分布に密接に関与するものと考

えられた。

地温は,生育初期には高地下水位区ほど低温で経過

するが, 7月 上旬に逆転 して,そ の後, 5⑫ 区の地温

は50"区 の地温 と比較して,明 らかに高 く経過 して
いる。

このような土壊環境下での根の垂直分布 を示 した第

2表は,φ 40", 5“夷みに輸切 りにして重ねた深さ
60"の リングボット(仮称 )で栽培 したものを開花
期後 25日 に調 査 したものである。この表によれば,

各区とも地下水位以下の根の分布割合はきわめて少な

く,地下水位によって根域が規制 されていることがわ
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第2表 地下水位の相違によるダィズ根の垂直分布
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かる。また, 5の での根粒は地表面にまで露出 して,
よく着生 し大粒になることが観察された。

一方,こ のような地下水位条件における根の酸化カ

についての実験結果を第3表 に示 した。これによれば
,

予想に反 して 5“区が最も強いことがわかる。時期に

よりそのふれは大きいが,こ のことは調査 日前の地温
が影響 し,高温により強 くなるようである。次に根の

分布する深き,1に その酸化力をみた第 4表から,地下
水面直上の層に分布する根の酸化力は強い傾向がある

ことを認めうる。

根の酸化力=活力とすると,高地下水位条件下にお

第 3表 地下水位 を興にするダイズ根の酸化力
0-ナフカレアミン酸化量4/D.wg/h)

かれた根の活力が強いということは,地上部の生育反
応からみて一見,矛盾するようにみえる。 しかし, こ
のような多湿条件下では,土壌の乾湿の変動が小さく,

老化がおそい。またェチレン濃度が高まることが期待

されるので根の生理的活性が高まる
うなどの理由によ

り,根の活力はより強いのが本来の姿とみることがで
きる。 しかし,根域酸素濃度の低下,地温の上昇に伴
う有害還元物質の生成などの根城環境の悪化により,

その機能が十分に発揮されないので,潜在的活力があ
っても現象的にはその活力が発揮されないとみること

ができよう。

5の区では,は種後 40日 ころから生育不振が目立
ち始め,ま た,こ の時期を中心に葉の顕著な黄化が現
れて 20～ 30日 後にはほとんど回復 したが,こ の黄化
現象について若千の考察をこころみた。

は種後 40日 前後における展 開葉-2,-5葉 の葉
緑素濃度 (■ 665)と 窒素濃度とは相関が高い(高さす )。
したがって,こ の時期には体内の窒素濃度が急速に低

下することがうかがわれる。この機作を探るために,

この時期の地上部乾物重と根粒重 を追跡調査 した結果

が第 3図 である。
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の推移 とその比率

ダイズの窒素濃度と糖濃度とは措抗作用 を示すとい

われ,相対的に窒素濃度が高い場合に根粒の着生が抑

制され,糖濃度の上昇により着生肥大が促 されるう と

いわれる。この図で線 Cは ,根粒重の地上部重に対す

る比率を示 したものであり,は種後 40日 ころから増
加 し, は種後 60日 を頂点 として低下している。この
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第 4表  ダイズ根の層別酸化力
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ことから,高地下水位による根域の狭小化は必然的に

根域内土壊窒素の飢餓をもたらし,ひ いてはダイズ体

内の窒素濃度が低下 して葉の黄化が現れ,反面,こ れ

に伴い根粒の着生が促されると思われる。 このように

して地上部乾物重に対する根粒重比率の増大によって

説明されるように根粒菌の固定窒素に依存する度合が

高まるので,葉の黄化は解消されると考えられる。

要するに 5"区 では,高地下水位に起因する培地環

境の悪化によって根の機能が十分発揮されず,根域が

規制 されて生育の著 しい不振 を招 く結果,減収するも
のと考えられる。

沖積水田土壌を用い,地下水位の相違によるダイズ

の生育反応について検討 した結果,子実収量は 502区

<200″区く 35物区■ 50"区 の順位を示 した。次に

500π区対比でみた 2002区 は粒茎比が低下し,平均的

には 10～ 15¢ の減収であったが, 5Cπ区では50～

60%の減収を示 した。 その要因は主として,は 種後
40日 ころからの葉の黄 化による著 しい生育不振に抱

因すると思われる。このことは,そ の時期が高地温に

転ずる時期であり,かつ,地下水の溶存酸素濃度の低

下,有害還元物質などにより根の機能が十分に発揮さ

れず,また,根域が規制されて窒素飢餓 を起すことに

由来 しているであろう。その後の生育については,根

粒菌による固定窒素に依存する度合が高まり,葉の黄

化は回復するが,そ れ以後の生育抑制は根域の狭小化

が主因であろう。
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生 産 力検 定 試 験 の ダ イズ収 量 に

関 す る二 ・ 三 の考察

松 本 重 男・ 小 山 隆 光 。中村 茂 樹

(東北農業試験場 )

1  ま  え  力ヽ  き

東北農業試験場刈和野試験地には線虫圃場 と普通□

場とがあり,毎年両圃場でダイズの生産力検定試験を

実施 している。本報はそのうち普通圃場でえられた過

去 20年 間にわたるダイズ収量について二・三の考察

を行ったものである。

2 生産力検定試験の耕種概要

供試圃場は,刈和野試験地の上野台地区にあり,昭

和 47年 まではエンパ クーパ レイショー試験ダイズ,

以後は トウモロコシーパ レイショー均―栽培 ダイズ(品

種は線虫抵抗性が最強の Pekin g)― 試験グイズとい

う, 3～ 4年 の輪作圃場なので,筆の位置は毎年異な

っている。供試品種 系統数は標準品種を含めて,少

ない年は フ,多い年は48, 平均すれば 21で , 標準

品種には早生では十勝長葉,ワ セツログ,中生では奥

羽 15号 , 農林 4号,ハ ツカリ, ライデン, ライ コ

ウ,オ クシロメ,晩生ではネマシラズをある期間にわ

たり配した。

施肥量 (り/10a)は 昭和 47年 までNを 0,Pa05

をa55,K20を るとし,48年 からは Nを 2と 変更し

た。栽植密度は昭和 47年 まで早生をる00″ X150″ ,

中 晩生を60●2× 20の, 48年 から早生を7502X

12物 ,中・晩生を75の X16¨ とし,播種は5月 20

日から31日 までの間に行った。 1区面積は 117″ ,

乱塊法によって配置 し3反復とした。収量調査株数は

早生 60株 ,中・晩生 40株 とした。

3 新 品種 の 増 収 率

刈711野試験地では過去 20年 閾1に 第 1表に示すよう

に 10品種を育成した。新品種の平均収量 (た9/10a)

は 2`4,標準品種は 221で増収率は 24,で あった。


